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一一本学地域共 同研究セ ンター主催で 3コース一一
本学地域共同研究センターでは，近年の目覚ましい
科学技術の進歩により技術革新が急速に進んでいるこ
とにかんがみ，聞かれた大学の事業の一環として，民
間企業の基礎技術のレベルアップ，自主技術開発及び
最先端技術に対応できる高度技術者を養成するため，本
年度から「先端技術研修」を実施することになりました。
... 9月20日からt台まった 「メカ卜ロコース」で
講義する担当主任の工学部時運教授
この先端技術研修は， 「高度技術研修」として，他
国立大学に先駆けて実施されるものです。各コースの研修期間は，10日間です。初日， 2日目は，勤務時間外
の座学（講義）が各2時間組み込まれていますが， 3 
日目からは実際に実験室に入り，各コースに沿った測
定・実験・作製. i寅留・性能評価等を8日間みっちり
行い，成果を挙げることが特色となっています。
表皮層の流出挙動実験に真剣な
メカト口コース受講者
企 熱問勇断実験の実習風景
本学地域共同研究センター及び工学部を会場に実施される平成2年度先端技術研修の開設コースの概要等は，次
のとおりです。
く研修コースの概要＞
コ ー ス名 コ ー ス の概要 募 集 人 員 開 設期間
押出加工中のメタルフローの挙動を把握ーす
るためのモデル用に工夫したビレットを作製 平成2 . 9 20（本）
メカトロコース する。押出型の設計項目についての基礎実験 10名 ～10 6(:十）を行い，抑出圧力，メタルフローの観察，解 (1.o 5B2：間）析等から押出性を評価する。基礎実験の結果
から実用的な押出加工における型設計の評価
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と その応用について総合評価 す る 。
液晶を素材か ら 合成 し て 作 成 し ， 同時に 表
示機能を作動さ せ る ためのキッ ト を組み立 て 平 成 2 . 12. 3 (fj) 
電子デ バ イ ス る 。 合成 し た 液晶の特性， 性能を測定 し ， 評 10名 ～12 14幽
コ 一 ス 価 す る 。 液晶 と キッ ト を組み 合 わせ， 液晶表 (1.o謀間）示機能を評価 す る 。 最後に パネルに 組み込ん
で伝達媒体 と し て の総 合評価を行う 。
最近のワー ク ス テ ー シ ョ ン ネッ トワー ク 環
境に よ る プ ロ グ ラ ミ ングの基礎 と 演習を行い， 平成 3 . 1 21(月）
情 報 処 理
その応用 と し て具体的問題に つ い て のコ ン ビ 10名 ～2 . 1 （斜
コ ス (1.o �z：�間）ュータ シ ミ ュレー シ ョ ン と ， その結果をグ ラ
フ ィッ ク ス 表示す る 演習を実施す る 。
く研修日程・内容＞
0メカ ト ロコース 0電子デバイスコース 0情報処理コース
9/20 17:30 議 判l出型設計の
（木）
～19: 30 
義 礎( 2時間） 基
17:30 講 液晶デバイスの～19: 30 
（月） ( 2時間） 義 基 礎
1/21 17:30 講 コンビュータアー
（月）
～19:30 
義 キテクチャの進化( 2時間）
講 押出型設計の 議 液晶デバイスの 講 ネットワークアII II II 
（金） 義 応 用 （火） 義 応 用 （火） 義 ーキ テクチャ
9:30 作 実験用ビレット～16:30 
（火） ( 6時間） 製 の 作 製
g: 30 作 液品パネルの作製～16:30 
（水） ( 6時間） 製 駆動回路作製
9:30 i9'i X端末の操作
（水）
～16: 30 
( 6時間） ��＇るヨ·1 及び 演 習
作 問 上II 
（水） 製
12/6 作 同 上ff 
（木） 製
ill( プロクラミングIf 
（木） 耳F矛J1 基礎及び演習
9/27 実 押出加工III 
（木） ！験
i!l!J 膜厚担lj定ほかII 
（金） �」己」 ． 透過率測定ほか
1/25 i!it 同 上If 
（金）
9/28 実 押出加工IIIf （金） i験
12/10 il!JJ 同 上II （月） 定
1/28 i:or 応用IIf （コン日シミ）（月） 耳r干刀I ュレーション
実 押出加工IIIII （土 ） ！験
12/11 iWJ 液 晶性 能川i定II 
（火） 5:ムヒマ 表示機能測 定
1/29 ii県 応用II
If （コンビパシミ）
（火） 習 ュレーンヨン
10/ 4 ィiJ!IJ メタルフロー一験観解
等
察析
If メタルフロ（木） 1.E 材料試
12/12 illlJ 同 上II 
（水） 定
I寅 応用 IIf （コンビュータグラ）
（水） 色I フィックス
10/ 5 iHIJ 同 上II （金） ｜定
12/13 1有言価�I: 色平 液晶ノfネル性能II 
（木） 担｜ 定 及 び評価
1/31 ｛寅 応用IIIf （コンピュータグラ）
（木） 耳F刃01 フィyクス
JO/ 6 
If 総 合評 価（土）
12九4
総合f評剖 総合評 価II （金 ）
2/ 1 
f総合，耐キ
総合評価ff 
（金）
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一一 9月21日評議会決定・同日公表一一
公表され ま し た 。本学の平成 4 年 度入学試験 の 実施方式 ・ 日程が， 去
る 9 月 21日（金） 開催の平成 2 年度 第 6 回評議会 に お い
て審議 ・ 決定きれ， 分離・分割方式 で実施す る こ と に
な り ま し た 。
な お， 次 の 表 中 未定の定員割り振り等 に つ い て は ，
来 る 10 月 末 日 ま で に 決定され る 予定 です。
昭和62年 度か ら 国 立大学 の受験機会 の複 数化 を 図 る
ため連続方式が導入され， 本 学 は ， 同 方式の B 日程 で
実施 し て き ま し た 。 ま た ， 平 成 元 年 度か ら は ， この 連
続方式 に 加えて， 受験生の選択機会の拡大 と 多様 な 選
抜方法の導入 を促進す る 観点か ら 分離 ・ 分割方式が導
入され ま し た 。
本学では ， 上記の よ う な大学入試に対す る 社会的要
請 と ， 入学辞退者 の増加 や そ れに伴う入学者確保の難
し さ な どか ら ， 入試方法の工夫・改善に つ い て各学部
で鋭意検討 を 重ねた 結果， 平 成 4 年 度入学試験か ら 分
離・分割方式で実施す る こ と に 決定 し た も の であ り ま
す 。 各学部の 実施方式・日程 は ， 次 のとおりで， 同 日 企 受験生で溢れた平成2年度入学試験
平成4年度富山大学入学試験実施方式・ 日程
（平成 2.9.21公表内容）
募 集 人 員
入学
学部 学 科 （課 程） 笑施方式 連 続 方 式 分離・分割方式
定 員
A 日 干呈 B 日 平呈 前 期 後 期
音文学人J) 
人 文 学 科 95 検討中 検討中
分離 ・ 分割
三ロ五ロ ザ主且ー． 文 A寸i ιー 科 95 検討中 検討中
中 学校 教 員 養 成 課程（国語社会 数学 理 科 ）
教 家 庭， 技術， 英語 i車 続50 50 
A 目白1
中学校 教 員 養 成 課 程
育 （音楽， 美術， 保健体育）
小 学 校 教 員 養 成 課程 100 分離・ 分割 （
約
比
7
率
. 0
) （
約
比
3
率
. 0
) 
民一会． 
養 護学校 教 員 養 成 課程 20 分離 ・ 分割 （
約
比
7
率
. 0
) （
約
比
3
率
. 0
) 
音rs 幼稚闇 教 員 養 成 課程 30 分離 ・ 分割 （
約
比
7
率
. 0
) （
約
比
3
率.
0
) 
情 報 教 育 課 程 40 分離 ・ 分割 （
約
比
7
率.
0
) （
約
比
3
率.
0
)
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経 j斉 p】子4 科
昼間主
車圭 経 A邑以， 寸,llーL－ 科
コース
j斉 経 斤品且， 法 A寸且一， 科
寸ふ且．ー 経 i斉 学 科
夜間主
部 経 ，」邑...,. 戸寸且 ．ー 干ヰ
コース
経 営 法 →ふ且ー． 不｝
数 戸寸以ム． 科
理 物 理 学 干斗
学 化 寸ふ旦．ー 科
部 生 物 学 科
I也 王求 干斗 井十'-4 科
電 子 情 報 工 学 科
工
機 械システ ム 工学科
2寸H．ー 
物 質 工 学 干ヰ
音E
化 学 生物工学 科
6 
品凶チー
1 44 
1 24 
102 
20 
20 
20 
43 
47 
43 
35 
32 
132 
101  
83 
86 
報
分離 ・ 分割
検討中
分離 ・ 分割
分離 ・ 分割
第320号
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 検討中
検討中 キ食言す中
92  40 
( 7. 0 )  ( 3. 0 ) 
71 30 
( 7 . 0 ) ( 3 . 0 )  
58 25 
( 7. 0 )  ( 3 . 0) 
6 0  26 
( 7 . 0 )  ( 3 . 0 )  
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三教養部で消防訓練工 DJ 
去 る 8 月 2 9 日 （ 水）教養部 に お い て ， 富 山大 学防火管
理規則 第 1 3条 第 2 号 に 定め る 基本訓練が， 教養部 人 文
科学教棟 及 び 同 教棟前周辺 を 会場 に 実施 き れ ま し た 。
この訓練は ， 教養部職 員 に 対 し ， 初期 消火の 技術向
上、 消防設 備 等 に 関す る 知識の普 及並びに通報 ・ 連絡
方 法 及 び避難誘導方法 を 確 立 す る こ と に より， 万ーの
火 災 発生 の 際に お け る 物的， 人的被害を最小限に と ど
め る こ と を 目的に 行 わ れ ま し た。
今 回 の 基本訓練では ， 人文科学教棟 2 階学生印刷室
か ら 出火 し た と の 想定の も と ， 消防隊本部 ・ 関係機関
への通報 ・ 連絡等， 在庁 （校） 者 の 屋外への避難誘導，
ff！.梨に よ る 負傷者の救出， 消火器に よ る 消火 及 び屋内
消火栓の放水に よ る 消火 な ど極めて 実践的な 消防訓練
と な り ま し た 。
ま た ， 理学部 に 設 置 さ れ て い る 緩降機 （ ス ロ ータン ）
. 教養部長室に自衛消防隊本部が
設置さ れ た
企 消火器を使って真剣に消火訓練を行う教養部職員
及び避難梯子 に よ る 避難訓練 も 併せて 行わ れ ま し た 。
これ ら の 訓練 を 通じ て ， 火 災予防に 対す る 認識が強
め ら れ， 大きな 成 果 を 挙 げ る こ と が でき ま し た 。
、 っ一7を宙木喝合吋難避る長よ部に養機教
鋪
降
谷
議
緩
大
企
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一一富山大学が当番機関となり実施一一
北 陸 地区文 部 省 機 関 が合 同 で実施 し て い る 第 3 回
（ 平 成 2 年度） 北 陸地区国立 学校等監督 者 研 修 が， 去
る 9 月 10 日 （ 月 ）か ら 9 月 1 3 日 （木） ま での 4 日 間富 山大
学事務局大会議室 及 び 国立立 山少年自然の家大研修室
に お い て 実施 き れ ま し た 。
この研修は， 北 陸地区文部省機関 に 勤 務す る 新 任の
係長 に 対 し ， 監督 者 と し て の心構え及 び基礎的 な 知識
を 付与 し ， も って職 員 の 資質の向上 と 公務 の運営の能
率 化 を 図 る こ と を目的 と し た も の で， 北 陸地区国立学
校 8校か ら 計14名 が受講 し ， 活発 な 討議 が行わ れ 熱心
な 研修会 と な り ま し た 。
な お ， 研修 日 程及 び受講者 は 次 のとお り です 。
／研修日程／
企 開講式で、 監督者研修の意義を強調する
勝山事務局長
＼＼＼ 8:30 9:00 10:00 11 :oo 12'.00 13:00 14:00 15:08 16'.00 17:00 18:00 19:00 20: 00 2 : oc 
＇＃·ζ ． 開オ記 移 （第l会議） 畳 （第2会議） （第 3 会 議） 人
第1 日 事務
局
講ず＇Ifよ蝿% 
この会議を進め 組織と最f若者 管理の4段階るために 懇 談 会
9月10日（月） 金沢大学 金沢大学 富山医科薬科大学
｛す
ノヨ
動 酒井誠一 食 中島 宏 飯田憲郷 浴式ノ首3
（第4会議） （第 5 会 議） 畳 （第6会議） 特 別講義 タ入
第 2 日 報告と 改善の重要性 監管者と研修会議 自主研 修
9月11日（火） 富山大学 富山大学 富山大学 富山大学人事課長
能登功 能登功 食 長津義男 村山年男 食浴
（第7会議） （第8会議） 畳 （第9会議） （第10 会 議） タ入
第 3日
職場研修
リーダーシyプと部下 参加とコミニュ 問題の解決とーまとめ」の理解 ケーション 自主研修
9月12日（水） 富山大学 富山大学 高山大学 富山大学
高松 正雄 嶋田 政信 食 泉 三郎 長湾義男 食浴
実 習 笑 習 畳 移 閉第 4日 特別議義及び
講
事務局
9月13日（木） 富山大学 富山大学 見 学
泉 三郎 長i畢義男 食 重b 式
／受講者／
機 関 名 所属 ・ 職名 氏 名 機 関 名 所属 ・職名 氏 名
，日ト ＂，ヨ～s ・ 山 大 学 庶務 課 文書係長 松井 博文 高 岡 短期 大 学 学 生 課 学 生 係 長 佐町’ 主）］
富 山 医科薬科大学 研証協力課企画師長｜i官念 英憲 II 事業課企画係長 中本 武
/I 学生課厚生係長 山崎 政昭 富山工業高等専門学校 会計課 用 度 係長 I"向4色門 火日 」H一] 
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金 沢 大 ぶ寸且ー． 
設備課機械
第
二係長 岡 本 賢一 福 井 大 ナ品ゐ 入学主幹付専門職員 高岡 道夫
II 
文済
学
学
部
部
学
・法生
学
第
部＝
係
・経
長
問 谷 元 子 II 教育学部一般教育係長 近藤 久
II 
医事課医療福祉係長 宮崎 幸一 福井 医 科 大 学 会計課情報処理係長 熊野 匠
石川工業高等専門学校 会 計 課 施 設 係 長 白勢 秀雄 II 医事課中央診療事務係長 加藤 正 人
A. 富山大学事務局玄関前で記念撮影
第32回（平成2年度）
教育 ・ 文化週間
、Eーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーー，－- - - -－ーーーーーーーーーーーーーー・，－ - －ーーーーー－－－・－- - －ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－··
（趣 旨）
教育・文化週間（昭和34年9月4日閣議了解）の趣旨にのっとり， 第32回目を迎える平
成2年度においては， 「文化の日」を中心として， 教育・文化に関する諸行事を全国的に
実施することによって， 教育・文化に関する国民の理解と関心を深め， もってその充実振
興を図るとともに， 教育改革等への一層の協力を得ることを目的とする。
（ 期 間 ）
平成2年11月1日（木）～11月7日（水） ( 1週間）
（諸行事等の実施）
0 教育・文化功労者等の表彰
0 生涯学習フェスティパル・芸術公演等の開催
。 教育文化施設における文化的行事の実施等
0 教育・文化に関する広報活動の強化
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鴻！？ぬ湖経済学蔀長崎療教授絹選民江戸
. 再選さ れ抱負を語る
吉原経済学部長
一一任期は平成2年9月30日から2年間一一
吉原節夫現経消学部
長 の 任期 が， 平 成 2 年
9 月 29 日 で満了 す る こ
と に 件い ， 経済学部教
授 会 は 平 成 2 年 8 月 27
日 （ 月 ） 次期学部長候補
者 の 選挙 を行い ま し た 。
そ の結 果， 吉原節夫
現 学部長が再選 さ れ ま
し た 。 任期 は ， 平 成 2
年 9 月 30 日 か ら 2 年間。
吉原 教授 は ， 昭和 30
年 3 月 富 山 大学経済学部 を卒業 し ， 同 32年 3 月九州大
学大学院法学研究科修士課程 を 修了， 昭和 32年 4 月 富
山 大学経済学部助 手 と な り ， 同 36年 4 月間 学部講師，
同 39年 4 月間 学部助 教授， 昭和5 3年 2 月間 教授 に 井任
さ れ ま し た 。
この間， 富 山 大学評議 員 ， さ ら に ， 昭和6 3年 9月 か
ら 経済 学部長 を併任 さ れ， 今 日 に 至ってい ま す 。
専攻は 民法， 富 山 県 出身。
な お ， 吉原 教授は ， 2 期目 を迎える に 際 し て， 次 の
よ うに 抱負 を 語ってお ら れ ま す 。
0 現在， 設置申請中 の 大学院経済学研究科 （ 修士 1
課程 ） が予定どお り 平成 3 年度か ら 認められれば＼
第一線 の 企業 人 ， 公務員 等 の 再 教 育 を畳夜間講で
行うなどそ の特色 を十分 発揮 す る 大学院 と す る と
と も に ， 学部 を さ ら に充実 ・ 発展 さ せ た い。
0 富 山 大学施設整備 の 長 期計画に 関 し て， 早期に
文部省 の了解 が得 ら れ る よ う全学的 な 協力 を し ，
経済学部の 高層建物が着工できる よ う努力 し た い。
人 事 異 動
異動区分 発 令 年 月 日 氏 名 異 動前 の 所 属 官 職 異 動 内 ，合す.，，.
昇 任 2 . 9 . 1 廃j頼 講 師 （ 教育学部） 助 教授 （ 教育学部 ）
II 松 山 政夫 II （ 水素同位体機能研究セ ン ター ） II （ 水素同位体機能研究セ ン ター ）
II 井口 善之 人事課長 明石工業高 等専門 学校事務部長
II  武 田 一夫 大学入試センタ一管理部庶務課課長補佐 入学主幹
転 任 2 .  9 . 1 大石 雅蕎 助 手 （ 理学部 ） 助 手（国立天文台電波天文学研究系）
配置 換 2 9 . 1 村 山 年 男 入学主幹 人 事課長
降 任 2 . 9 1 波間 雄司 上越教育大学教務部教務課教務第一係長 教育学部学務係教務主任
職務命令 2 . 9 . 1 j兵井 幸作 用務 員 （ 教養部作業 員 ） 教養部作業 員 長
ハV’EA 
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岨泥:ea:市旭頃百泡岨？宮店舗耐を�
.1.l.ι 守一 事
@oo包陸 ＇＂＂＂＂＂むを泡＂＂包泡岨由＂＂＂市
平成2年度民間等との共同研究受入れ一覧
平成 2年度における民間等との共同研究の受入れは， 次のとおり合計17件となり， 去る9月21日（金）開催の平成
2年度第 6回評議会に報告されましたので， 富山大学 と民間等との共同研究実施細則第3条の規定に基づき公表し
ます。
区分 研 qプhし 題 目 民問機関名 受 入期間 大学側研究代表者
A 半導体磁気センサの研究 北陸電気工業（柑 平成2.7.21
工学
教
部
～3.3 31 授 龍山 智栄
II 切削・研削における潤滑成分の効果 目撃化学（槻 II 工教
学部
授 高辻 雄三
II ドリリングセンターの適応制御に関す 吉田工業一（
（
鮒樹 II 工教
学部
授る研究 エルコ 高辻 雄二
II 
場
酸
効
化
果
物高温超伝導体の電流・熱流の磁 北陸電力（附技術研究所 II 教養教
部
授 森 克徳
B 機能性材料に関する研究 アイシン軽金属（槻 平成2.6.1 工教
学部
授～3.3.31 時；1 貝
II 圧電音響素子の有限要素法解析 （附富山村田製作所 II 
工学
教
部
授 山淵 龍夫
II 気相合
関す
成ダ
研
イヤモンドのモルフォロジ （楠不二越 II 
工
教
学部
授ーに る 究 宮下 和雄
II 極低温鍛鋼管の開発 太平洋製鋼（柑富山製造 所 II 
理学
教
部
授 佐藤 清雄
II 複合押出しに関する研究 立山アルミニウム工業（倒 II 
工
教
学部
授 時i�事 貢
II F Aシステムの対話型シーケンサーの 立山マシン（柑 II 工教
学部
授プログラム開発 米国 政明
II 押
出
出
条
欠陥
関
発生
す
防止
究
を目的とした最適押 富山軽金属 工業（附 II 
工
教
学部
授件lこ る研 時津 賞
II マルチカラー液晶ノfネル用E L面光源 北陸電気工業（捕 II 
工
教
学部
授 宮下の開発に関する研究 和雄
II Me凶o ヤ oteasesの酵素免疫i眠法 富士薬品工業（柑 II 工学教
部技(EI A の確立 島崎長一郎
II カラーL c Dの高精細化に関する研究 星電器製造（捕 II 工教
学部
授 女 川 博義
II ノfソコンによるきょう体内部の温度分 附 イ チ カワ 平成2.9.l 工教
学部
授布解析 ～3.3.31 中山 問。
c 低Mg押出合金の開発 新 日 軽附 北 陸製造所 平成2.6.l 地助
域
教
共
技
同研究
池野
センタ進ー
～3.3.31 
II サーメット合金強制化の研究 （附不二越 II 
工
教
学 部授 多々 静夫
5十 17 件
可Eム句4ム
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女i託子�·、ex�訴訟守主川村九、主、 ！ ：ぎ：！主変ぷ 学内トピツ戸クfスr奈：送：縄：？； i ' )j，；言ミ1 号�＜て｛�！許＇.） �
.
勺：：：以＼�えノl 、i：、. ＇� ι： ；、； （｝ ：心ゾf三三、 ～山九：x:c� ，，；；：、L‘ 九： 守 、：ス：／宮内庁から昭和天皇の行幸（啓）記録採訪ノ ！ 
昭和天皇実録の編さんを進めている宮内庁では， 各地 の御説明等が， 五福地 区 へ移転したばかりの大学 本 部1
．に職員を派遣して昭和天皇の行幸（啓） 関係資料を調 で執り行われました。 ! j 査時し 付 すが 昭和33年 一 の両陛下御 主町時文彦氏問府事務官高問氏 I 来学 時の御足跡、を追って， 去る9月 1日（土）宮内庁書 同北啓 太氏の3名 の宮内庁研究職員は， 奉迎計画書煩！
！陵部編修課から3名 の研究職員が本学 を訪れました。 や研究説明概要， 関連記事を記載した学 報（第15号） ！ 
l 昭和天皇の本学 への行幸（啓）は， 第13回国民体育 等の残存資料や写真からその時の模様を再現しようと，！
大会（富山大会）への御臨幸の際のことで， 当時の 限られた時間ではありましたが 大変熱心に調査されたi
i 梅原真隆学 長による奉上 文理学部林良二教 授 ， 薬学 後， 更に次の訪問先へと向かわれました。 ！ 部中沖 太七郎教 授 ， 工学部森棟隆弘教 授 による各研究 l 
宮内庁北僚主席研究官 （ 写書中央 ） ら 砂
3名により昭和33年10月の行幸啓 関係
資料が調査さ れる （ 手前は応待する 湯
還庶務課長）
A. 
資料として提供した奉迎計画書 惨
とその 関連書類
qL 唱。ム
平成 2 年 9 月 発行 品品千
遼寧大学王学琳主任副教授が研究交流で来学
昭和5 9年5 月 ， 本学
と遼寧大学 （ 中国遼寧
省i審 陽 市 所在）との友
好学術交流協定が締結
さ れ て 以来， 教官交流
が相互に 進め ら れ て き
て いま す が， 去 る 9 月
3 日 （ 月 ）本年度 の研究
交流者と し て ， 同大学
分析iMIJ定センター主任
副教授王学琳 氏 が来学
王 学 f林 氏
さ れ ま し た。
遼寧大学か ら の 来学 は ， 今回で5人目で あ り， 王主
任副教 授 は ， 教育学部野村昇教授 （ 担当学科目：化学）
の下で「微量物質の分離定量分析研究」 を テーマに ，
野村教授とともに介析結果を検討する
王学琳氏
； 北陸三町大学で工学部の あ る 富吋金沢大
！ 学， 福井大学の工学部教職員 ス ポーツ 同好会カヘ軟式
i 野球， ソ フトボー ル， 軟式庭球， 硬式庭球， バレーボ
！ ール， バドミン ト ン， 卓球の 7種目 に わ たり日頃鍛え
！ た 技 と 力 ， そ し て チー ム ワー ク を 競い合い， ま た ， 同
j 好会聞の親睦 を 深め る 場であ る と 同 時 に ， 工学部職員
！ の夏の終わりを飾 る イ ベン ト と し て ， 今年で早や第四
！ 回目 を数え る 本交歓会が， 去 る 8 月24日 （ 金）， 三大学
1か ら 合わせ て 200名以上の 教職 員 が 参加 し ， 福井 大 学
報 第320号ー
来 る 1 1 月 27日 ま で本 学 に 滞在 さ れ ま す。
ま た ， 本 学 か ら 遼寧大学へは ， 現在， 人文学部根上
寛 助 教授が派遣 さ れて います。
企 大井学長に着任の挨拶をする王学琳氏と指導の
教育学部野村教授
王主任副教授 の専攻分野 は ， 分析化学， 分光分析で，
現在， 高速液体 ク ロ マ ト グラ フ ィー に よ る 分離分析 の
研究 を 手懸け ら れ て おり， 工業 薬品や添加物に 多種 ・
多量に 使われ て い る ア ルキル フ ェノー ル類の分離定量
分析 を 通 し て ， 環境保全・環境衛生に貢献 し た い と の
信 念で研究生活 を 続け て お ら れます。
来日 さ れ て 10日程経過し た あ る 日， 教育学部野村研究
室 を 訪問 し た と ころ， 同教授の懇切 ・丁寧 な 指導の下，
寸暇 を 惜 し んで研究に 励んでお ら れま し た 。 ま た ， 明
朗悶達 な 人柄 と 真撃 な 研究態度が印象的で、， 時 に は 愛
用の自転車で遼寧 省 と 友好提携 し てい る 富 山 県 の関係
者との交流に も 参加 さ れ る な ど所期 の目的達成に懸命
な 王学琳 さ んで し た 。
一一伝統的交流試合一一 ～北陸三大学工学部スポーツ交歓会が開催 さ れ る ～
を 主会場に開催 さ れまし た。
このような 定期的 ス ポー ツ 交流は， 先に 1 9回目の 試
合が行われた教養部 ス ポー ツ 同好会の金沢大学 と の 野
球の対抗戦 も あり， 相手の あ る 行事 な だけに ど ち ら の
会 に も 多々苦労は あ る か と 思います が， 既に 伝統的と
形容でき る これ ら の交流試合 を ， 今後 も 長期 に わ た っ
て 継続 し て ほ しい も のです。
き て ， 工学部戦 は 残暑 さ え吹 き 飛ばす よ う な 三つど
も えの 熱戦の末， 総合優勝は 福井 大学， 2位 は 金沢大
勺ο
平 成 2 年 9 月 発行 品埼寺ー 報 第320号に と 富山大町 一ー し うカたちで
終わ り ましたが， 競技後の懇親会では， 皆そうした結
果も忘れ互いの健闘を讃え あい， また， 珍プレ ・ー 好
！ プレーを肴に杯を傾け，いっそう親睦が深められまし！た
治の後 選手カ一同l 砂 l 
会してより一層親交が深 一、盟国圃圃園駅量 ； 司魂層圏昆.....溺 勝 、 珊V j ' 
め ら れる 込 品ニ苅闇闘醗 帆必；弘通盟国回融幽 ； ,11\ . I 
平成2年度
秋季全国火災予防運動
（統一標語）「まず消そう 火への鈍感 無関心」
（実施期間） 平成2年11月9日（金）～11月15日（木）
（火の用心） 7つのポイント
1. 寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
2. 子供を， マッチやライターで遊ばせな
い。
3. 風の強いときは， たき火をしない。
4. 天ぷらを揚げるときは， その場を離れない。
5. 家のまわりに燃えやすいものを置かない。
6. 風呂の空だきをしない。
7. ストーブには， 燃えやすいものは近づけない。
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ぷ管室言議選挙警護：：（〉
L一一在外研究員をふりかえって－」
私 は ， 昨年の10 月 1 日 から今年 の 7 月 31 日 ま で， 文
部 省在外研 究 員 と し て ， ア メ リ カ 合衆 国 カ リ フ ォ ル
ニア·HI ア ーパイ ン 市 に あ る カ リ フ ォ ルニア 大学 ア ーパ
イ ン校 （ 通称UC Iあ る い は UC , IRVINE）で10ヵ月
間研究す る 機会 を 得 た 。 UC Iは 9番目 の カ リ フ ォ ルニ
ア 大学 と し て 1965 年 に 設立 さ れ， 南 カ リ フォ ルニ ア の
広 大 な 丘陵地に ， 現在 も な お い ろ い ろ な 研究施設が建
設 さ れ て い る 。 私 が滞在 し て い る ち ょうど そ の期間に ，
25周年 を 記念 し て ス テューテー ン ト フ） ク セン ター （ 学生
会館 ） ， 立体駐車場が完成 し ， そ し て非常 に 大 き な フ
ァイ ン ア ー ト セ ン ター（劇場） の建設が最後の仕上 げ
に か かって い た 。
ア ーパイ ン 市 は ， ロサン ゼ ル ス から南に 約45 マイル，
高級 リ ゾー ト ・住宅地 と し て 有名 な ニューポー ト ビー
チ 市 に 隣接 し た と ころ に あ り ， ここ10年間に 飛躍的に
発展 し て き た 新興都市 であ る 。 ア ーパイ ン一帯に は ， 約
35 0社 の日系企業 が集 中 し て い る と のこ と ， 多 く の日本
人が居住 し て い る 。 今 日 ， 世界 中 の 大都 市 では ， 治安
上 の 問題が取 り 沙汰 さ れ て い る 。 特 に ， ア メ リ カ の大
都市 （ ニュー ヨ ー ク ， ロサ ン ゼ ル ス に 代表 さ れ る が ）
の治安の悪いこ と は有名 であ る 。 し か し ， 南カ リ フォ
ルニア の 中 で も ， ニューポー ト ビー チ ， ア ーパイ ン を
中 心 と し た 一帯の治安に つ い て は ， ま っ た く 問題がな
かった 。 ロサ ン ゼ ル ス を 逃れ， こ の 地 に 住宅地が開発
さ れ て い る こ と も うなずけ る 。 ア ーパイ ン 一帯は， かつ
てオ レ ン ジ 園， 野菜畑 であ っ た と いうが， 現存ー， 至 る
と ころ で住宅の建設が な さ れ て お り ， 印象的 であ っ た 。
ア メ リ カ では ， 生 活 に 必要 な も の ， 特に 食料品の安 い
こ と は有名 であ る が、 オ レ ン ジ ・ カ ウ ン ティーの物価
の 高 いこ と に は 驚い た 。 私 は ， UC Iのマイ ク ・ピュ リ
ッ ツ博士の紹介 で， ニューポー ト ビーチの一角に 格安
でアノマー ト を 借 り る こ と が で き た 。 ア メ リ カ ， 特 に 南
カ リ フ ォ ルニ ア では ， 車は必需品 で あ り 噌 ドライバー
ズ・ ライセ ン ス がI. D . を 兼ねて お り ， 車な し の生活は
考えられなし、。 そ の ため道路網， 特 に ， ロ サ ンゼ ル ス
・ カ ウ ン ティー． オ レ ン ジ ・ カ ウ ン ティー の フ リ ーウ
教育学部 助 教授 西 川 友 之
ェ イは， 機能的 に 整備 さ れて い る 。 滞在期間中， 多 く
の交通事故を目撃 し た 。 飲酒， ドラック＼ ま た ， 車両
の整備不良等に よ る も の が大半 と のこ と で， 警察当局
の夜間の一斉検問に対 し ， 個 人のプライパ シ ーの侵害
に な る かどうか で問題 に なって い た 。 この個 人 の問題
につい て は ， バ レ ー ボー ル の指導 を 通 し ， 私に は い ろ
いろネッ ク に な った と ころであ る 。
.. ニューポートピーチから見たアーパイン市
私 は ， 「バ レ ー ボ ー ル の ルー ルの変選 と そ の背景に 関
す る 研究」 の た め， UC Iに滞在 し た 。 私 を 招請 し て く
れ た UC Iの 女子バ レ ー ボー ル チ ー ム の監督 マイ ク ・ ピ
ュ リ ッ ツ博士は ， バ レ ー ボールに 造詣が深 いばか り でな
く ， 全米 ジ ュニ ア の コ ー チ と し て ア メ リ カ で活躍 し て
い る 若手指導者 の 第一 人 者 で あ る 。 氏 の懇切丁寧で、適
切 な指導助 言に よ り ， 当初考え て い た 以上の研究成果
を 挙 げ る こ と が で き た 。 ま た ， UC Iの社会学部長 で
NC AA のバ レ ー ボ ー ル専門 部の コ ミッ シ ョナー を 兼任
し て い る ボ ブ ・ ニュウ カ ム 教授 と は ， かねて よ り 関心
を 持って い た NC AA (NC A A は 全米の 学 生 ス ポー ツ
を 統括・指導 し て い る ） の組織・機構や カ レ ッ ジ ・ ス
ポー ツ の諸問題や ルール制定に 対す る 教育理念に つ い
て貴重 な 意見交換が で き た 。
今日， ア メ リ カ のバ レ ー ボ ー ル は ， 南カ リ フォ ルニ
ア の西 海岸地方 （サ ン タ・パーパラからサ ン ディエゴ）
を 中心 と し て， 盛んに 行われて い る 。 アーパイ ン は， 地
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理的に ちょうどこ の 中間に 位置し， ラ グ ナビー チやニ
ューポー ト ビー チ に 隣接し て い る こ と も あ り ， ア メ リ
カ のバ レ ー ボー ル を 調査 ・研究す る に は 絶好の 地であ
る 。 実際， 数 多 く の指導者や ナ ショ ナ ル チ ー ム の選手
が， ニューポー ト ビー チ， ラ グナビー チ ， ア ーパイ ン
を 中心 と した 南 カ リ フ ォ ルニア から輩出し て い る 。 ま
た ， 近年， 多 く の指導者がこの 地 に 集 ま っ て き て い る 。
バ レ ー ボー ル は ， 世界 中 で広 く 親し ま れ て い る ス ポ
ー ツ の一つであ る が， ア メ リ カ がバ レ ー ボー ル発祥の国
であ る こ と は， あ ま り 知られて い な い。 ア メ リ カ の ス ポ
ツ が， シーズ ン 制 を 取って い る こ と は 周知の事実 であ
る が， 19世紀後半ア メ リ カ では ， 秋のフッ ト ボー ル と
春の野球 と の 中 間 を つ な ぐ ス ポー ツ が要望 さ れ て い た 。
ち ょうどこの よ う な時， バ ス ケッ ト ボー ル と バ レ ー ボ
ー ルが考案 さ れ た 。 1895年， マサー チューセッツ 州ホ
ー リ ー ヨ ー ク 市 の YMC A 体育主事ウィ リ ア ム ・ モ ー
ガ ン は ， YMC A の小さ な体育 館 で で き る スポー ツ と し
て ， バ レ ー ボー ル を 考案し た 。 モ－7ゲ ン は ， バ ス ケッ
ト ボー ルが誕生し た ス プ リ ン グ フ ィー ル ド ・ カ レ ッ ジ
を 卒業し て お り ， 何らか の影響 を受 け て い た 。 と も あ
れ， 今世紀のは じめYMC A の活動 を 通し て 各 国 に 紹
介 き れ， 東京オ リ ンピ ッ ク （1964年）以後， 急速に世
界 中 に 普 及し た 。
バ レ ー ボー ルは ， ア メ リ カ で誕生した に も かか わらず，
バ ス ケッ ト ボール， フ ッ ト ボ ー ル， 野球， ゴ ル フ の メ
ジャー ス ポー ツ に 対し て ， ど ちらか と いえばマイナ ー
ス ポー ツ であ る 。 最近， バ レ ー ボー ルの誕生の地 を 記
念し て， ホー リ ー ヨ ー ク 市 に バ レ ー ボー ル博物館 が設
立 さ れ た が， バ ス ケッ ト ボ ー ル の素晴らし い博物館 に
比べ， 施設， 内容の貧し さ に は 驚 き 失望し た 。 しかし，
ロサ ン ゼ ル ス オ リ ン ピッ ク 以後， 南 カ リ フ ォ ルニ ア
海岸地方 を 中心 と して ， 非 常 に ポピュ ラ ー な ス ポー ツ
と なって き て い る こ と も 事実 で あ る 。 一般的 に ， バ レ
ー ボール と は 6 人制を さ す が， そ のプ レ イ様 式 は ， 比
較的技術的なこ と に と らわ れ な い で楽しめ る ゲー ム か
ら， 高 度 な 技術 を 必要 と す る 競 技的 な も の ま で 多様 で
あ る 。 1940年代 に サ ン タモニ カ のビー チ で生 ま れ た ビ
ー チノ〈 レ ー ボー ル， 芝生グ ラ ン ド でのグ ラ ス バ レ ー ボ
ー ル （ 2 ・ 4 ・ 6 人命IJ ) ， 王 と し て 東 部 で行 わ れ て い
る ジ ャ ン グ ル ボ ー ル （ 多 人数 で行うバ レ ー ボー ル ） な
ど， ま た ， ルー ル も 同じ よ うに 多様化し て い る 。 特に，
近年 はビーチノ〈 レ ー ボー ル のプ ロ化 が進み， 西海岸 の
いずれのビー チ で も これ を 見 る こ と がで き る 。 シーズ ン
中 （ プ ロビー チノ〈 レ ー ボール ト ーナ メ ン トは ， PGA ツ
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ア ー の よ う に ． 5月 の 中 旬から 8月 下旬 ま で全米各地
で ト ー ナ メ ン ト を 開 催 し て い る ） は ， 毎月 曜日TV
(A B C , C B  S など の メ ジャー 局 では な い が， 全米に 放
映 さ れ て い る ス ポー ツ チャ ン ネル）で観戦す る こ と も
で き る よ うに な っ た 。 私 は ， サ ン タモニ カ のベニ ス ピ
ー チ で 男 子 を ， ラ グナビー チ で女子のプ ロビー チバ レ
ー ボ ー ル ト ー ナ メ ン ト を 見学す る 機会 に 恵 ま れ た 。 砂
の上に つ く られ た 6 人制の コ ー ト を l チ ー ム 2 人のプ
レ イヤー が， 一般 に 行 わ れ て い る バ レ ー ボー ル と ま っ
た く 同じ よ うに プ レ ーし て い る こ と に 驚嘆し た 。 な お ，
ビーチバ レ ー ボー ルは ， 次 のバ ルセ ロナオ リ ン ピッ ク
の公開競 技 と し て 実施され， 国 際バ レ ー ボ ー ル 連盟
( FIVB） も そ の普 及 に 力 を 入れて い る 種目であ る 。
企 UCIでのグラスバレーボールのトーナメン卜戦
私 は 研究 の か た わら， FIVB の審判買の 資格 を 有す
る こ と も あ り ， UC Iのバ レ ー ボ ー ル チ ー ム の ア ト 、パイ
ザー兼アシ ス タ ン ト コー チ と して ， ノ〈 レ ー ボールの指
導 を し た り ， 試 合 に 出 か け る 機会 に 恵 ま れ た 。 実際，
指導に 携わ っ て み て ， 選手の潜在的 な能力 （ 体力 ） も さ
る こ と な がら， ス ポー ツ に 対す る 取 り 組み方 の相違 を
nhu 唱EA
平成 2 年 9 月 発 行 学
強〈感じ た 。 特 に ， 大 学 がNC A A に 加盟 を認め た 種
目 に つ い て は ， 大 学 が各 チ ー ム の 運営 に 関 わ る 経費
（ 日 常 の活動や試合の運営費， 奨学金の枠や遠征 に 伴う
費用， リ ク ルー ト 等に 関 わ る 経費） を サポートし て い
る 。 も ちろん， 成績に よ り サポー ト の内容 も 変 わって く
る が， よ く い わ れ て い る こ と であ る け れど も ， NC A A
と いう対外的 な ス ポー ツ活動に つ い て は， 大学が積極
的に 支援し， 大 学 ス ポー ツ に 対し て 大学 人 が責任 を持
ち ， 反面， 大学経営の手段 と して い る と ころ も あ る 。
.A. BY Uのトレーニングセンターのトレーニングマシーン
今年 の 6 月 ， ユタ＋Mの ソ ル ト レー ク 市 と コロラ ド州
の コ ロ ラ ド スプ リ ン ク ー ス 市へ学会 と 資料収集 の た め 出
か け た 。 ソ ル ト レー ク 市は， モ ルモ ン 教 の 本拠地 であ
る こ と も あ り ， ロサ ン セ、、ル ス 近効から出 か け た 私 に は ，
非常にセフ テ ィー で美しい町の印象 を与えた。 モルモ ン
は， ア ル コ ー ル， タバ コ は も ちろんのこ と ， コーヒーや
紅茶 と いっ た 曙好品 を と る こ と を禁止して い る こ と で
よ く 知られて い る 。 学会終了後， ソ ル ト レー ク 市から
車で約40分の所に あ る BYU （ ブ リ ガムヤ ン グ大学）に
行 く 途中， フ リ ーウェ ー で 「ここは ユタ， ア ル コ ー ル
・ タバコは 麻薬 と 同類 1 」 の看板 を 目 に し ， 陽気で自
由 な 南カ リ フ ォ ル ニ ア と の違い を強〈感じ た 。 BYUは，
プ ロ ボー のY マウ ン ト の麓に あ り ， モルモン教の布教
の た め世界各地に 学生 が 出 か けているこ と で有名 であ
る 。 ま た ， フ ッ ト ボー ルやノ〈 ス ケッ ト ボ ー ルが全米ー
に な る など， 大学 ス ポー ツ の いろ いろ な 種目が強いこ
と で も 有名 で あ る 。 訪れ た目的は， 元ア メ リ カ バレー
ボ ー ル チ ー ム 男 子監督 の カ ー ル ・ マ ク ガウ ン 教授に 研
究上の助言 を 受 け る こ と で あ っ た 。 カ ー ルは， 現在，
USVBA （ 全米バレー ボ ー ル協会 ） の ナ ショナル チ ー
ム テ ク ニ カ ル ア ドバイザー を 務め て い る 。 カ ール と は，
バ レ ー ボールに つ い て か な り 突っ込んだ論議 を 交 わ す
こ と が で き ， 貴重な 助言 を 得 る こ と がで き た 。 ア メ リ
報 第320号
カ の大学の体育館施設が充実して い る こ と は， よ く 知ら
れ て い る と ころであ る が， BYUの ト レ ーニ ン グセンタ
ー の設備の充実に は驚か さ れた 。 BYUを あ と に し て ，
オ リ ン ピッ ク セ ン ター を訪ね た 。 オ リ ンピッ ク セ ン タ
ー は ， コ ロ ラ ド州デ ン バー から車 で約 1 時間， コ ロ ラ
ド スプ リ ン グ ス 市 に あ る 。 ロ ス ・オ リ ンピッ ク 大会 を 契
機 に 建設 さ れ た 施設であ る 。 そ こ に は， usoc （ ア メ
リ カ オ リ ン ピ ッ ク 委員会）や各種競技 団体の事務 局 が
置か れて い る 。 も ち ろん， ア メ リ カ バレー ボ ー ル協会
も あ る 。 USV B A の カ ー ラ ー・ ヌーパー ガ ー 女 史 の 懇
切丁寧な案内 で施設を 見学す る こ と がで き た 。 今 日 ， わ
が国 の競技力 の弱体が取 り 沙汰 さ れ て い る け れど も ，
オ リ ンピッ ク セ ン ター を 見学して ， 世界の 経済大国 と
い わ れ る 日 本 の， ス ポー ツ 施設への投資の貧し さ を 強
〈感じ た 。 JOC が り ー ダー シ ップ を と り ， 中央施設の
充実 と 競技団体や研究機関 と の組織的 な 連携 を 図 る こ
と が， いか に 急務 で あ る か を痛感し た 。
企 U. Sオリンピックセンタ一前にて
ユタの砂漠 を越え， ロッ キ一 山 脈 を 越え， 2 泊3 日
の強行軍で あ っ た け れど も ， ア メ リ カ の雄大 き を 知 る
に は十分な旅であった。
最後に， 地球 が ま す ま す狭 く な り 国際化が要求 さ れ
て い る 今 日 ， 1 0ヵ 月 と いう長期 に わ た っ て 海 外 で勉強
す る 機会 を与え て い た だ いたこ と に 感謝申し上 げ ま
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諸 議
ふ一品
平成 2 年度第 1 固事務電算化委員会 （ 8 月 1 日 ）
（議 題）
( 1 )  平成 2 年 度北陸地区事務電算化協議 会 に つ い て
(2) 事務用電子計算機の機種更新 に つ い て
(3) 機種更新に 伴う機種選定委 員 の推薦 に つ い て
(4) 平 成 2 年 度 富 山 地 区 国 立学校事務電算化要員 養
成研修会の実施計画 に つ い て
事務電算化 の進捗状況に つ い て
そ の他
(5 ) 
(6) 
平成 2 年度第 2 回学園 ニ ュ ー ス編集委員会（ 8 月 1 日 ）
（審議事項）
( 1 )  第69号学 園ニ ユ ー ス の 編集 に つ い て
(2) 第70号学 園ニ ュ ー ス の 発行 に つ い て
平成 2 年度第 5 回事務協議会 （ 8 月 10 日 ）
（議 題）
( 1 )  当面の諸問題 に つ い て
． ， ． ． 
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富 山 大学地域共同研究セ ン タ ー
先端技術研修規則の制定
富 山大学地域共同研究セ ン ター先端技術研修規則を次の と お り 制定す る 。
平成 2 年 7 月 20 日
富 山 大学地域共同研究セ ン タ ー先端技術研修規則
（ 趣 旨 ）
第 1 条 こ の規則は ， 富 山大学地域共同研究セ ン ター
が開設す る 先端技術研修 （ 以下 「研修」 と いう。） に
関し， 必要な事項を定める も の と す る 。
（ 目 的 ）
第 2 条 研修は， 民間等の技術者及び研究者に対し先
端技術を修得 さ せる と と も に ， 創造性， 先見性に富
む人材の育成に寄与す る こ と を 目 的 と す る 。
（ 課程及び募集人員 ）
第 3 条 研修の課程及び募集人員は， 富 山大学地域共
同研究セ ン ター運営委員会の議を経て別に定める も
の と す る 。
（修 了 ）
第 4 条 研修に お い て， 所定の課程を修了した者に は，
修了証書を授与す る 。
（ 講習料）
第 5 条 講習料は， 受講の申請を受理す る と き に徴収
し， 既納の講習料は還付しない 。
叙
富 山大学長 大 井 信 一
2 講習料の額は， 別に定める も の と す る 。
（雑 則 ）
第 6 条 こ の規則に定める も ののほか， 研修の実施に
必要な事項は， 富山大学地域共同研究セ ン ター長が
定める 。
（庶 務）
第 7 条 研修に 関す る 事務は， 当分の問， 工学部事務
部におい て処理す る 。
附 �lj
この規則は， 平成 2 年 7 月 20 日 か ら施行す る 。
砂 富 山 大学地域共同研究セ ン タ ー先端技術研修規則
の制定理由
科学技術の進歩に 対応し， 民間等の技術者及び研究
者に対し先端技術を修得さ せ る と と も に ， 創造性， 先
見性に 富む人材を育成す る 先端技術研修の実施につ い
て 所要の定めをす る 。
湖問泡00€@咽提唱市＠咽包泡眉喝
位
元本学教授 時川栄作氏は， 平成 2 年 8 月 12 日 逝去
（ 享年83才 ） さ れましたが， 同 氏の生前の御功績 に 対
し， 同 日 付け で正四位に叙せ ら れました 。
故 蝿川 栄作名誉教授
Qd 
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レ ク リ エ ー シ ョ ン
バ ド ミ ン ト ン の部で優勝 ／
一一ソ フ ト ボール， バ ド ミ ン ト ン に 参加 6 機関が交流の汗一一一
残暑未だ厳しい去る 9 月 2 8 （ 日 ） ， 本学共済組合が
当番支部 と な り ， 平成 2 年度文部省共済組合富山地区
共同事業体育大会が， 本学 グラ ン ド 及び体育館を会場
と して開催 さ れました。
共済組合の共同事業体育大会は， 昨年まで北陸三県
の文部省関係機関が参加して， 年 1 回の一大イ ベ ン ト
と して開催 さ れて きましたが， 大会経費がかか り す ぎ
る 等の理由に よ り ， 止むな く 平成 2 年度から実施しな
い こ と に決定 さ れました。 しかし， 富 山県内だけ でも
継続 し て実施したい と の県内各機関の強い希望があ り ，
第 1 回大会が本学当番で開催 き れた も のです。
企 開会式で挨拶する大坪経理部長
当 日 は， ソ フ ト ボール競技 と バ ド ミ ン ト ン競技の 2
種目で競われ， 炎天下の も と ， 持て る 力を十分発揮し
て熱戦が繰 り 広げられました。
本学は， 各種 目 に 2 チームずつ出場 し 大いに健闘
し， バ ド ミ ン ト ン の部で見事団体優勝を果しました。
また， 富 山 県内の文部省関係 6 機関が一向に会した
本大会は， 競技も さ る こ と ながら職員の健康増進 と 各
機関 と の交流 ・ 親睦を図る 絶好の機会 と な り ， 大変有
意義な大会 と な り ました。
以下に大会成績の詳細等を紹介します。
... 開会式に勢揃 い し た 各機関代表選手 団
企 力 強 く 選手 宣誓する佐藤 修選手 （ 富 山 大学）
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企 閉 会式 で小川 経理課長か ら 優勝楯と賞 品 が授与 さ れる
〈平成2年度文部省共済組合富 山 地区共同 事業体育大会競技結果〉
0 ソ フ ト ボ ー ルの部
〈予選 リ ー グ戦》
( A ゾー ン ）
医薬大A
富 山 商専
立自 然山の少年家 1 - 1 1  0 - 24 
( B ゾー ン ）
医薬大 B
医薬大B
高岡知大
富 山 工専 19 - 16 
〈決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦〉
16  
( A ゾー ン 1 位 ）
医薬大A
富 山 商専
8 - 10 
高岡短大
医薬大 A
立自 然山 少の年家
1 1  1 
富 山工専
16 - 1 9  
4 
得 失 点
1 勝 1 敗
2 勝
1 勝 1 敗
2 敗
得 失 点
l 勝 l 敗
2 敗
2 勝
l 勝 1 敗
( B ゾー ン 1 位 ）
高岡短大
]ii買
2 
1 
2 
4 
Ill貢
2 
4 
1 
2 
第320号
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
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0 バ ド ミ ン ト ン の部
〈予選 リ ー グ戦》
( A ゾー ン ）
＼＼＼ ｜ 富 山 大 A 医薬大 A 富 山 工専 得 失 点 111員
富 山 大 A ＼＼＼ 3 - 0 3 - 0 2 勝 1 ｛立
医薬大 A 0 - 3 ＼＼＼ 3 - 0 1 勝 l 敗 2 位
富 山 工専 0 - 3 0 - 3 ＼＼＼ 2 敗 3 位
( B ゾー ン ）
＼＼＼ 富 山 大 B 医薬大 B 高 岡 短大 得 失 点 ）｜煩 位
富 山 大 B ＼＼＼ 1 - 2 1 - 2 2 敗 3 位
医薬大 B 2 - 1 ＼＼＼ 3 - 0 2 ;fl毛 1 位
高 岡 短 大 2 - 1 0 - 3 ＼＼＼ 1 勝 1 敗 2 位
富 山 大 A
〈決勝 リ ー グ戦〉
（＼�－i�） 
医薬大 A
( B/"1:) 
医薬大 B
( B／·�；，） (\'/i:) 
富 山 大 A
次 の と お り です 。※ バ ド ミ ン ト ン の 部 で優勝 し た 富 山 大学 A チ ー ム の 出 場選手 は ，
選手の 方 々 に は 大変御苦労様 で し た 。
（ 教 養 部 ）
（ 学 生 部 ）
（ 人文学部 ・ 理学部 ）
（ 教 育 学 部 ）
（ 経 済 学 部 ）
（ 教 育 学 部 ）
夫
津喜夫
邦 久
手lj i台
光 雄
裕
憲
子
日月回
尻
回
本
藤
正
福
保柴武佐中
町’
（ 主将 ）
診
、仏
子
j皮
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ミマ ミ械持康管齢関今夕、：l堅実？ ：泊 三共同時、
報品同千平 成 2 年 9 月 発行
勝の栄冠 は 本学 A チ ー ム に 輝 き ま し た 。
な お ， 大 会 の 成 績 は ， 次の と お り で し た 。
富 山 大学 A チ ー ム
富 山 大学 B チ ー ム
富 山 医科薬科大学 B チ ー ム
富 山 刑務所チーム
（ 優勝 ）
（ 次勝 ）
（ 三位 ）
( II ) 
陽も傾 き ， 戦 い 終 え た 本学 A チ ー ム に優勝の栄冠』‘
去 る 8 月 22 日 （ 水 ） ， 平成 2 年 度 全 国 公務 員 レ ク リ エ
ー シ ョ ン 共 同 行事富 山 地区 ソ フ ト ボ ー ル大会が， 猛暑
炎天下の も と 常願寺川 公 園 野球場で開催 さ れ ま し た 。
本大会に は ， 14機関 17 チ ー ム が参加 し 熱戦が繰 り 広
げ、 ら れ， 本学か ら 出場の A , B ,  C の 3 チー ム と も よ く
健 闘 し ， 決勝 ト ー ナ メ ン ト 戦 を 順調 に 勝 ち 進み， 決勝
戦は， 奇 く も 本学 A チーム と B チー ム の対戦 と な り ， 優
猛暑の 中 汗に ま み れて奮戦する本学 チ ーム‘ 
（ ト ーナ メ ン ト 戦勝敗 表 ）
富 山 大学 A
3 
7 2 20 。5 
7 
3 10 
。
1 2 
14 
富山
統計情報事務所
官画
背I]
手長
hu L 
品
大
学
山
小郎通尚産業対公益事業北叫問主局富山医
科
薬科大学A
品
大
正�ーー
山
富山地
方検察庁
富山
財務事務所
富山
地方法務局
，ョチF晶
大
学
リJ
富山労
働基準
局
国土地
製院北陸地方
測量部
富山地方
気象台
富山医
科薬科大学B
富山地方（家
庭）
裁判所
中部運輸局
富山陸連支局
富山工業
高等専門学校
所
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学内 レ ク リ エ ー シ ョ ン
＜庭球大会＞
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会体育部会庭球班主催，
文部省共 済組合富 山 大学支部共催 に よ る ， 平 成 2 年度
学 内 硬式庭球大会が， 去 る 9 月 8 日 （ 土 ） ， 本学軟式庭
球場 及 び硬式庭球場に お い て 実施 き れ ま し た 。
大会は， 約80名 の 参加者 を 得 て ， 男 子 10チ ー ム （ 部
局 対抗の 団体戦 ） 及 ぴ女子 6 チ ー ム （ ダ ブル ス ） に よ
り 行 わ れ， 成 績 は 次 の と お り で し た 。
0 男 子 （ 団 体戦 ）
優勝 工学部 B チ ー ム
次 勝 経済学部 ・ 附属 図 書館 A チ ー ム
o 女子 （ ダブル ス 戦 ）
優勝 奥 田 （ 教育 ） ・ 野村 （ 図 ） ペ ア
次勝 三浦 （ 人文 ） ・ 森 山 （ 工 ） ペ ア
秋晴れの空の下， ボールを追 う 選手 た ち
＜釣大会＞
本学 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会娯楽部会釣班主催， 文
部 省 共 済 組合富 山 大学支部共催 に よ る ， 平成 2 年度学
内 釣 大 会 が， 去 る 9 月 22 日 （ 土 ） 午 後 2 時か ら ， 富 山
新 地 東 防 波堤 に お い て実施 さ れ ま し た 。
当 日 は， 台 風19号の余韻 を 残す緩やか な 波 に 秋空が漂
う 絶好の釣 日 和 で， 1 5 名 の 参加 者 は 思 い 思 い の 仕 掛 を
凝 ら し ， 対 象 魚、 で あ る キ ス ， サ ヨ リ ， ア ジ 等 の 魚、 信
（ あ た り ） に 心 を は せ て い ま し た 。
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競 技 は ， 釣 り 上げ た 対 象魚、 の総きそ 量 に よ り 入賞が決
定 さ れ ， 成績は 次 の と お り で し た 。
（ 入賞者 ）
一位 竹下義美 （ 学生部 ）
二位 森田憲if; （ 経理部 ）
三位 御福 降 （ 工学 部 ）
平成 2 年 9 月発行 ，µ色・子 報 第320号
＂＂町宮..... 据泡�園田相宮山町��＂町曲。勘定＂＂＇。宅建岨陪
海 外 渡 航 者
＂＂回..... 百e唱団＂＇＂＂電車岨市蹴酎包泡岨粍田明電＂＇＂＂＇提唱官泡＠眠泡＂＂®
渡航 の種類 所 属 1哉 氏 名 渡 航 先 国 目 自句 期 間
西 ド イ ツ
研
と
ト
ト ル コ の 都
現
民
市 問
社
調
会査
題 2 . 8 .  23 
人 文学部 助教授 水内 俊雄 ／レ コ 地にを 理f及T学ぼう す的 究ル のコ
人
た移め
地の
2 . 9 . 19  
査
換
j審陽
及
に
び
お
明
け
清研
る
究
明
者
清代
と
の
の意
史 跡
見
調交 2 .  8 29 外 国 出 張 II II 檀上 寛 中 華 人 民 共 和 国
2 .  1 1  1 
連 合 王 国 第 7 席
乾
回 国
及
際乾
に
「燥乾
関
シ ン ポ ジ ウ ム 2 . 8 .  17  
工 学 部 教 授 山 口 ｛雲ロ 士口 チ ェ コ ス ロ ノ 〈 キ ア 類に の
出
燥」
び 燥
す
剤
る 研
に
究
よ
調
る 穀
査 2 .  9 . 2 
ユ
や
ネ
r.r
ス コ ・ シ ル ク ロ ー ド 総合
出
2 . 8 . 1 5  
人 文学部 教 授 小谷 仲 男 中 華 人 民 共 和 国 学
席
調査 ウ ルム
遺
チ セ ミ ナ 一
及 び歴 史 考古 跡見学 2 . 8 . 3 1  
ス ＂＂＇，、、 イ ン
経
大
第
会
済
6 回
出
モ
席
国
デ
際
ル
・
計
研
に
量
究
関
経
す
発表
済
る
学
資
及
会
料
び
世
計
収集
量界
2 . 8 .  21 
経済学部 II 和 合 肇 フ フ ン ス 2 .  9 .  4 
西
東
ド
法
イ
イ
ツ に お け る 憲
統
法 裁
料
を
判 ，
集
ぐ 2 . 8 .  27 II 助教授 篠原 巌 ド イ ‘ソ 連邦共 和 国 憲
ド ツ に お け
関す
る ー め
る 問題 に る 資 収 2 . 9 . 14  
す
打
第
合
1
る
2
せ
国
回
際
ラ マ ン ス ベ ク ト ル に 関
究
2 . 8 8 
理 学 部 教 授 金坂 告書 ア メ リ カ 合 衆 国 会議に 出 席 及 び研
海 外研修旅行 2 . 8 22 
ド
ド イ
ツ、
ソ 連民
邦
主共
共
フ
和
和
国
国 第 28 回 配位化学国際会議 に 出
2 8 . 10  
II 助教授 金森 寛
ス
イ
イ ス ， フ ン ス 席 及 び資料収集 2 .  8 .  27 
英語及 びフ ラ ン ス 文学， 特に 2 . 8 .  2 教 養 部 II M·A， ム ラ ジ ア ン ア メ リ カ 合 衆 国 詩 と 演劇 に 関す る 資料収集 2 8 .  31 
第 19 回低温物理学 国 際会議 出 2 . 8 . 1 4  JI 教 授 方オ司〈三 克徳 i皇 A 口 王 国 席 及 び資料収集 2 .  8 .  28 
第 10回 国 際社会経済 史学会出 2 .  8 . 20 JI 助 教授 溝 口 常俊 f、二 ／レ キJ 席 及 び資料収集 2 . 8 29 
咽咽＂＂＇泥泡岨泥沼町⑤
職 員 j肖 ，息
司雄同司Frl －皮
〉官
引
所
部
務
託
准学
時和
制育
対明
新教く
く住所変更〉
附属養護学校
教 諭 松 田 由 美
（ 中 学 部 ）
経 済 学 部
教 授 滝 川 敏 明
（ 企業関係法 ）
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平成 2 年 9 月 発行 学 報 第31 2号（ 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一つ
t$；必（i！｝孟語話J〆必込i＠：；；ぷ：？；！、t ！ 
! 一一一 シ リ 一 ズ一一 t 郵γ三霊2 瀧1,@i;{;nJ I I 川いh川今回カ、 らは ’ 国際郵便物の紹介に 干多 り ま す。 国際交 て 〈 ださ い 。 ま た’ 時代に即応、 した EMS （ 国際ビ ジ ！
流の進展に伴い’ 最近 と みに 外国の研究機関や研究者 ネ ス郵便 ） ’ SAL 小包郵使物’ イ ン テ ルポス ト （ 国際 ！
等 と の国際郵便のや り と り が増 え て い ま す。 電子郵便 ） の登場で， よ り 安全でス ピーディ な ， しか ！
国際郵便物は ， 国内郵便 と 異な り ， 種々 の規制があ も 割安な郵便が出せる よ う に な っ て い ま す。 ！ 
る ほか， 国に よ って取扱いが変わ り ますので十分注意し 以下順を追 っ て 説明 し ま す。 ！ 
／国 際 郵 便J
： 航空通常郵便物の料金 （A i r Mai l )  】
1也 帯 第 1 地帯 第 2 地帯 第 3 地帯
�」ご地 北中央米，ア メ リ カ ， 欧州，種 類 ア ジ ア ア フ リ カ ，オ中近セ東ア ニ ア ， 南米
10 g まで 80円 100円 120円
書 状
1 0  g を超 え る 10 g ま でご と に 60円増 70円増 100円増
郵 便 は が き 世界各国あて 70円均一
印 局。 物 20 g まで 70円 80円 90円
点 字 郵 便 物 20 g を超 え る 20 g ま でご と に 30円増 40円増 50円増
5 kg ま で 6 , 000円 8 , 000円 10 , 000円
特 別 郵 袋
印 局。 物 5 kgを超え る 1 kg ま ていご と に 1 , 200円増 1 , 600円増 2 , 000円増
80 g まで 160円 200円 240円
小 形 包 装 物
80 g を超え る 20 g ま でご と に 30円増 40円増 50円増
航 空 書 簡 世界各国あて 80円均一
内国郵便物の第一種に該当す る も のです。 特定の人に あ て た現実的な性格を有する 通信文
を内容 と す る も の， 簡単に い え ば 「手紙」 に相当す る も のは， 書状扱い と 定めら れてい ま す ！
が， 書状の内容 と な る も のについて特に 限定 さ れて い ませんので， 条約や郵便法で郵送を禁 ！
じ ら れ て い る も の以外な ら ばすべて 「書状」 と して差し出すこ と ができ る と い え まし ょ う 。 ！ 
い いか え ま す と ， 「印刷物」 と して差し出せ る 書類， 「小形包装物」 と して送れる 物品で ！
も 「書状」 の料金を納付して 「書状」 と して差し出せる と い う こ と です 。 ！ 
また， 「書状」 扱い と し ま す と， 税関その他で内容確認のため開封 さ れる 心配は あ り ま せ ；
ん 。 外国へあ て た郵便物で唯一開封の恐れのない も のは ， 「航空書簡」 と こ の 「書状」 のみ i
です。 ですか ら密封して差し支 え あ り ま せん 。 I 
nhu ヮ“
平成 2 年 9 月発行 品同一テ 第320号報
1 1 航空書簡 と は ？ ／ 封 筒 を 必要 と し な い ， 一種の折 り た た み 式 の 書状 で， 航空郵便物特 有 の も の です。 航空 書
簡 は， 世界均ーの 料金 （ 80円 ） に な っ て い ま す。 た だ し 航空 書簡 に は ， 他の 物 を 内 部 に 封 入
し た り ， 名 あ て ラ ベ ル以 外 の も の を 外部 に 添付 し た り す る こ と が で き ま せ ん 。
私製の航空書簡 も 承 認 を う け て 使 用 で き ま す 。
包商也服
・＿.＿.JI・－－－ �・・・・............ ........ ...固・・・r. ..--.A・・・・W. .JI・・・m
:);: lニ こ こ を 守斤 る L \ Second f。Id here 
差 出 人の住所氏名
Sender's name ・nd addr・－－
... �.l! 得号POSTAL CODE JAPAN 
ニ の重点｛便物に は な に も 入れ る こ と が で き ま せ ん
tぜ。thin11 may be c。ntained i n  this letter 
一 ー ー ー ー一一一三己·：三 三
（ 注 ） 書 簡 の 本文は， 上 の 見 本 の 三段 目 及 び裏面 の全面 （ 糊 し ろ 部分 を 除 く 。） に 通信文が書け ま す 。 i
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報 第320号； ／ 郵便葉書と は ？ ／ 内 国郵便物の 第 二種に 相 当 す る も の です 。 ｜ 
突 起や 浮 き 彫 り の な い 長 方 形 の 厚 紙 又 は 取扱 い に 支 障 の な い 十 分 な 耐 力 の あ る 紙 で あ る こ i
と が必要です 。 郵便葉書は ， 表 面 の 少 な く と も 右半部分 （ 横長 ） は あ て 名 記載や， 郵 便切 手， i
郵 便 業務 用 事 符 ち ょ う 付の た め に 残 し て お か な け れ ば な り ま せ ん 。 （ な お ， 往復葉書の制度 i
は あ り ま せ ん J I 
私製葉書の場 合に は ， 表 面 の と部に 「CARTE POSTALE」 又は 「 POSTCARD」 の表示
が必要 です 。 （ 絵葉書 を 除 〈 。）
－nr
・一
一＋
晶
一
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－ 
一ト 」
一
一物
一
－u
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－ 
一回
卯一
－ n H a
－ 
－r
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「 州 物」 と は ， 条約上の規定 を 引 用 し ま す と 「機械的 又 は 写真的 な 方 法 で紙， 厚 紙 又 は ！
一般 に 使 用 さ れ る 他 の 物 質 に 2 部 以上 を 複写 し た 複写 物」 と さ れ た も の で， 開 封 で差 し 出 す
こ と が必要 で す 。
。 「
印刷物
」の扱
いは，
料金が
割安 と
な る た
め利用
価値 は
十分あ
り ま す
。 よ り
詳細 に
説明
し ま す
。
機械的 又は写真的方法 に よ り 紙 ・ 厚紙 又は一般 に 印刷 に使用 さ れ る 他の物質
2 部以上複写 し た も の を い う 。
・ 機械 的 又 は 写真的方法 ＝ 活版 ・ 謄写 版 ・ リ コ ピ ー ・ ゼ ロ ッ ク ス ・ デュ プ ロ
そ の 他 こ れ と 同 原理に よ る も の
・ 一般 に 印刷 に 使用 さ れ ＝ a . ビ ニ ー ル紙 な ど の 化学合成紙
る 他の 物質 b ク リ ク マ ス カ ー ド i ／ 化学せ ん い ｝ト の場合の特f§U ・ ・布:ttl! ( ) カ レ ン ダ－ J l を 含 む 。 ／ 
⑨ 印 刷 し た も の では な いが、 特 に 印刷物の料金で差 し 出 せ る も の
a . 学校の 生徒 間 で‘交換 さ れ る 書状 及 び
b . 学校が生徒に 送付す る 通信 教育 の教材 及 び添削 し な い 又 は 添削 し た 学生 の 日 課物 （ 課業 に ilf接関係
の な い 事項 を 記載 し た も の を ｜徐 〈 。）
c . 者 作物 又 は 新 聞紙 の 原稿
d . 手 書 き し た 楽譜
e . フ ォ ト コ ピ ー
f . コ ン ビ ュ ー タ ー 印 字機 に よ る プ リ ン ト
女 印刷物 と は な らな い も の
a . タ イ プ ラ イ タ ー 又 は ワ ー プ ロ で作成 し た 書類 （ 2 部以上被写 し た も の は 印 刷 物 と な る 。）
b . 敷 き 写 し で作成 し た 写 し ， 手 書 き し た 写 し ， タ イ プ ラ イ タ ー で作成 し た 写 し
c . 印 判 で作成 し た 複写 物
d 用 紙 類 で印刷 し た 部分 が そ の 主要部 を な さ な い も の
e フ ィ ル ム 及 び録音 し ， 又 は 録画 し た 物
f . せ ん 孔 し た 紙 テ ー プ 及 び情報 を 構成 す る こ と が あ る せ ん 孔， 締 又 は 記号 を 有す る 情報処理装 置 用 カ
ー ド
0 表 示 … … IMPRIME （ 又 は PRINTED MATTER ) 
低料印刷物の場合 （ 内 国 第 3 極 及 び学術刊 行 物 ） … … I M P RIME A .TAXE 
（ 注 ） 新聞司 j盟刊 誌の矧 を い う 。 R E D UIT E 
口。円／臼
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1 1 （ …印 MATT E R AT ・ 表示位置 － － － － － 郵便 物表 面 R E D U C E D  RATE ) ！ ／ 点字郵便物 と は ？ ／ 点 字 の 書状 及 び点 字 の 記号 を 有 す る 原 版 を 内 容 と す る 郵 便 物 てやす 。 盲 人専 用 の 録音物村；
字 の 用 紙 も 公認の 盲 人協 会か ら 差 し 出 さ れ る 場 合 又 は こ れ に あ て る 場合は ， 点字郵 便 物 と し
て 取 り 扱 わ れ ま す 。 開 封 で差 し 出 す こ と が必要 です 。 「C E C O G R A M M E S 」 又 は 「 LITE R -
ATU R E  F O R  T H E  BLIND」 の 表示が必要 です 。
／小形包装物と は ？ ／ 「 小 形 包装物」 は ， 通常郵便物の取扱 い に よ る 小形 の 物 品 の 運送 を 目 的 と す る 種類 で， 実
質 的 に は ， 小包郵便物に 近 い も の です 。 し か し ， 重量制限 （ 2 kg ま で， 国 に よ っ て は 1 kg 又
は 500 g ま で ） ， 郵便物表面 へ の 差 出 人 住 所 ・ 氏 名 の 表示， 業務上の 票 符 な ど， 取扱 い 上小 包
郵 便物 と は 多 少 異 な り ま す 。
一般的 な 物 品 の ほ か， 商 品 見本， 船積 書類 な ど の 業 務 用 書類， 録音物 （ レ コ ー ド ， ソ ノ シ
ト ， テ ー プ な ど ） ， 情報処理用 の テ ー プ， カ ー ド な ど は ， 「 小形 包装物」 と し て 差 し 出 す
こ と が で き ま す 。
通常郵便物の大 き さ ・ 重量の制限
よ」！艮 大 き さ 重 亙Eヨ最 大 最
長 さ . 8cm （出は） 長 さ 4cm （開店）そ れ ぞれ郵 便 葉 書 I幅 10 .  5cm 2 mm 9 cm 2 mm 
（ 長 さ は ， 幅 に 1 . 4 を 乗 じ た も の 以 上 です 。 ）
長 さ 4cm （府民）長た
（ 許
だ
さ
容
＋
し
差
幅
，
は
長
＋
2
厚
（
さ
許
mm
の
さ
在
）
量
＝
差
で
9
大
は
す
は
刷
。
2
6 
mm ) 
書 状 Ocm 9 cm 2 mm 2 kg 
.Q 乙7 （ 注 1 ) !::D 席。 ヰゐ 5 kg （ 書Z k籍g 冊子 ）a （ 長 さ ） 60cm 
a +  b + c = 90cm 
巻
長
物
さ
に つ い て は
巻
長
（ 許
物
さ
容
に
＋
差
つ
直
2
径
い
mm
の
て
）。
は
2 倍 ＝ 1 04cm ま で
＋ 直
長
径 の 2 f最fr = 17cm 
た だ し ， さ の 小 は IOcm 
7 kg 点 字 郵 便 物 です。
た
（許
だ容
し
差
， 長 さ の
で
最
す
大
。
は 90cm
2 mm ) 
（ 巻物
乍町
－
｛／一 �＋ （ 日 ） 附m a （ 注 2 ) 500 g 小 形 包 装 物 b � 1fg a （ 長 さ ） lOcm 2 b = 1 04cm a +  2 b = 1 7cm 
Qd ワ臼
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l竺
8 月 1 日
6 ～ 9 日
23 ～ 24 日
10 日
22 日
23 日
27 日
30 日
部
第 1 団事務電算化委 員 会
第 2 回 学 園 ニ ュ ー ス 編集 委 員 会
平 成 2 年度 富 山 県 内 国 立学校等事務職員
（ 初 任 者 ） 研修 （ 於 ： 富 山 大学 ）
部課長 会議
第 5 回事務協議会
地域留 学生交流推進会議連絡協議会
（ 於 ： 金沢大学 ）
平 成 2 年 度 全 国 公務 員 レ ク リ エ ー シ ョ ン 共
同 行事富 山 地区 ソ フ ト ボー ル大会
( i於 ： 常願寺川 公 園 ）
平 成 3 年度大学 入学者選 抜大学 入 試 セ ン タ
一試験入試担当 者連絡協議会 （ 第 1 回 ）
（ 於 ： 金沢郵 便貯 金 会 館 ）
第23 回 東海 ・ 北陸 ・ 近畿地区経理系部長会
議 （ 於 ： 金沢大学 ）
国 立大学協 会 第 1 ・ 第 6 常 置 委 員 会合同会
議 （ 於 ： 学士 会 館 ）
大学院 問題検討懇談会 （ 於 ： 金沢大学 ）
人 部文 学
8 月 21 日
28 日
3 1 日
事務連絡会
係長会議
後学期授業時 間 割 担 当 者会議
学部教務委 員 会
l竺
8 月
2 ～ 3 日
25 ～ 26 日
30 日
育 学
l竺
8 月 9 日
済 学 部
27 日
係 長 会議
経済学部長候補者選挙
教技会
部
教 員 養成実地指導 野 外 活動
（ 於 ： 呉 羽 少年 自 然の 家 ）
呉 山 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 ： 平 湯 温 泉 ）
附属小学校 第 2 学期始業式
何」
8 月
18 ～ 24 日
声M巳弓一 部
21 日
大 学院理学研究科 （ 修士 課 程 ） 入学願書受
付
事務 連絡会
学部 入 試改善委 員 会
係 長 会議
28 日
工 部学
10 日
工学部安全委 員 会
学科主任会議
工学部技官連絡会
係長連絡会
将 来 計画 委 員 会
第 18 回 北 陸三大学工学部 ス ポー ツ 交歓 会
（ 於 ： 福井大 学 ）
8 月 1 日
1 7 日
22 日
24 日
27 日 工学部概要編集委 員 会
博士課程設置 準備委 員 会28 日
養 部
30 日
教養部消 防 訓 練
内 地 ・ 在 外研 究 員 に 関 す る 委員 会
予算委員 会
将 来 計画委 員 会
[! 
8 月 29 日
31 日
- 30 一
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8 月 1 日 係長事務打合せ会
23 日 図書館情報 シ ス テ ム 打合せ会 得‘＠。
平成 2 年度教職員文化展作品募集
⑨教職員 文化展
日 時 1 1 月 7 日 （水）～ 9 日 （金）
会場 学生会館 2 階
教職員 並びに 御家族の 展示作品 を 募集 し て お り ま す 。
申 込み は ， 1 1 月 6 日 （ 火 ） ま でに 下記役員 へ お 願 い し ま す 。
生 花 … … 経済学部 高 畠 （ 内 線247 3 )
手 芸 … … 教 養 部 渡辺 （ 内 線257 6 )
書 － 教育学部 竹 内 （ 内 線2368 )
工 芸 … … 庶 務 部 朝 野 （ 内 線2272 )
彫 刻
写 真 … … 人文学部 ・ 理 学 部 永井 （ 内 線2550 )
盆 景 … … 経済学部 小嶋 （ 内 線2565 )
く 作品搬入 ： 1 1 月 7 日 （ 水 ） 午前1 0時展示会場 ま で 〉
ーム円J
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷 所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 シ 18
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
内〆臼つd
